参考資料（旧算出方法によるごみの排出状況）
１　ごみの排出状況

ごみの排出総量等の推移を表１－１に示す。排出総量は３，９７３千ｔであり、前年度より４９千ｔ減少している。排出量内訳については、計画収集量が３，６２７千ｔで排出総量の９１．３％を占めている。

また、計画収集量の収集形態別内訳を図１－１に示す。市町村直営が１，２４０　　　千ｔで計画収集量の３４．２％を占め、委託が９５０千ｔの２６．２％、最も多いのが許可業者による収集で、１，４３７千ｔと全体の３９．６％を占めている。

この計画収集量のごみ種類別内訳を図１－２に示す。混合ごみの割合が高く、全体の５５．５％を占めている。これは、大阪市、堺市、東大阪市の人口５０万人以上の大都市が混合収集を行っているためであり、３市の混合ごみの合計は１，８７６千ｔで、計画収集量に占める割合が５１．７％と多いためである。

なお、府民１人１日当りのごみ排出量の推移を図１－３（旧算出方式による）に示す。
旧算出方式では、前年度より１５ｇ減少して、１，２２６ｇとなっている。

市町村別の生活系ごみ及び事業系ごみの排出量を表１－２（旧算出方式による）に示す。
旧算出方式では、生活系ごみは　２，１６８千ｔでごみ排出総量の５４．５％、事業系ごみは１，８０６千ｔで４５．５％を占める。

算出方式の違いによるごみ総量

　　　　　新算出方式：収集ごみ量＋直接搬入量＋集団回収量

　　　　　旧算出方法：収集ごみ量＋直接搬入量　
表１－１　ごみ排出総量等の推移

詳細は、ＰＤＦファイル参照願います。
　　　　　平成１４年度から平成１８年度までのごみ排出総量の推移を表記している。
図１－１　計画収集量の収集形態別内訳（直接搬入量除く）
詳細は、ＰＤＦファイル参照願います。
図１－２　計画収集量のごみ種類別内訳
　　　　　詳細は、ＰＤＦファイル参照願います。
図１－３　１人１日当りのごみ排出量の推移　（旧算出方式による）
　　　　　詳細は、ＰＤＦファイル参照願います。
　　　　　平成７年度から平成１８年度までのごみ排出量の推移を図示している。
２　ごみの処理状況

府内におけるごみ処理状況の推移を図２－１に、ごみ処理の系統及び市町村別ごみ処理状況を図２－２に示す。
図２－２をみると、ごみ排出総量３，９７３千ｔのうち９５．４％に当たる３，７９０千ｔが焼却され、焼却残渣に含まれる金属類等２０千ｔが資源回収されている。

また、資源化処理されている量は１８５千ｔであり、処理方法別の資源回収量は、粗大ごみ処理施設から３６千ｔ、資源化施設から１１０千ｔ、直接資源化（直接再生事業者等に搬入されるもの）によるものから１９千ｔ、その他に焼却残渣からの資源回収量が２０千ｔである。

さらに、各自治体における資源回収及び資源化処理以外にも自治会、子供会等による集団回収等が行われており、２６６千ｔが資源回収されている。
自治体における資源回収と集団回収を合わせた資源化量合計は４５１千ｔで、リサイクル率は１０．６％である。
表１－２　生活系ごみ及び事業系ごみの排出量（旧算出方式による）
　　　　　詳細は、ＰＤＦファイル参照願います。
大阪府下市町村別に生活系ごみ及び事業系ごみの排出量を表記してます。
図２－１　ごみ処理状況の推移
　　　　　詳細は、ＰＤＦファイル参照願います。

　　　　　昭和５０年度から平成１８年度までのごみ処理状況の推移を図示している。

図２－２　ごみの処理系統図

　　　　　詳細は、ＰＤＦファイル参照願います。















